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二

ゴ
・́ニ
ー
．一　
．　
　
　
．一
●
１
　
　
】
‐

・
　

・
〓

〓
‥

て

し
に
　
ヽ
Ｆ
ギ
ー

具
一
‥
一進
め
る
た
め
に
は
、
信
頼
で
き

る
一
―
夕
に
基
づ
い
た
生
物
多
様
性
の

見
え
る
化
が
必
要
で
あ
る
‐

可
環
境
学
習
見
直
し
の
背
景

二
〇
二

一
年
三
月
、
千
葉
県
で
は
、

二
〇
〇
七
年
に
改
定
し
た
千
葉
県
環
境

学
習
方
針
や
環
境
教
育
等
促
進
法
に
基

づ
い
た
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
ア
ク
シ
ョ

ン

・
プ
ラ
ン
と
し
て
、
「
千
葉
県
環
境

学
習
等
行
動
計
画
」
を
策
定
し
た
。

環
境
学
習
と
は
、
同
計
画

の
中

で

「
単
に
環
境
問
題
に

つ
い
て
の
知
識
を

身
に
つ
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
環

境
と
の
関
係
性
、
環
境
と
社
会
、
経
済

お
よ
び
文
化
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、
問
題
解
決
に
向
け
て

行
動

で
き
る
人
を
育

て
る
た
め

の
教

育

・
学
習
の
こ
と
を
指
す
」
と
定
義
し

て
い
る
。

同
計
画
が
策
定
さ
れ
た
背
景
に
は
、

千
葉
県
環
境
学
習
方
針
が
つ
く
ら
れ
て

か
ら

一
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
環
境
教

育
促
進
法
の
改
正
、
国
連
に
よ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
Ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
採
択
、
並
び
に
国
内

・　
　
　
　
一一　
　
　
一　
　
　
・　
．　
　
　
´
．́　．　
・」
．　
　
一〓
・　
・　　
　
一　
´
　
、　リ
ン
一一　
´
　
．

生
一」＝
クタ
■
（●
一」
，コ
ｉ
■
」」
一三
レ
一ヽ
レ́
、
」
〓

絶
減
危
惧
種
や
二
次
的
自
然
に
特
徴
的

な
種
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
や
、
重
要

地
域
に
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
動
物

外
の
経
済
や
社
会
の
変
容
に
伴
い
環
境

問
題
が
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

環
境
学
習
の
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
、

当
該
計
画
が
策
定
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

本
稿
で
は
、
当
該
計
画
か
ら
導
き
だ

さ
れ
る
千
葉
県
の
環
境
学
習
の
現
状
、

課
題
と
今
後
の
環
境
問
題
解
決

へ
向
け

た
行
動
の
で
き
る
人
材
育
成
の
方
向
性

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

〓
．千
葉
県
民
の
環
境
配
慮
行
動

や
環
境
保
全
活
動
へ
の
参
加

の
現
状
　
　
　
　
　
・

千
葉
県
民
の

「
日
常
生
活
に
お
け
る

環
境
配
慮
行
動
」
を
見
る
と
、
二
〇

一

八
年
度
か
ら
二
〇

一
九
年
度
に
か
け
て

は

「配
慮
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
人

の
割
合
は
、
約
八
割
の
水
準
で
推
移
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
環
境
保
全
に
対
し

て
高
い
意
識
を
も

っ
て
い
る
と
言
え
る
。

年
代
別
で
は
、
三
〇
代
以
下
の
若
年
層

の
環
境
配
慮
行
動
に
対
す
る
意
識
が
低

い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。

戸
■
一
三
言
ブ
●
　
・　
）〓
〓

　́
一〓
〓
〓
一

一一二
一任

′‥、〓
二
一姜
一≡
三
●

事
蓄
次
官
、

中
央
環
境
審
議
会
委
員
、
地
球
環
境

戦
略
研
究
機
構
評
議
員
会
議
長
な
ど

歴
任
。

ま
た
、
県
内
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い

る
水
辺
の
清
掃
や
里
山
保
全
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
の

「環
境
保
全
活
動

ヘ

の
参
加
状
況
」
を
見
る
と
、
二
〇

一
四

年
度
か
ら
二
〇

一
九
年
度
ま
で
の

「参

加
意
向
あ
り
」
の
割
合
は
、
六
割
弱
～

五
割
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際

に

「参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
」
人
の
割

合
は
、
三
割
台
半
ば
と
低
い
水
準
に
あ

る
。
年
代
別
で
見
る
と
、
六
〇
代
以
上

で

「参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
」
の
割

合
は
比
較
的
高
く
、
四
〇
代
以
下
の
割

合
が
低
か
っ
た
。

三
．千
葉
県
に
お
け
る

環
境
学
習
の
課
題

県
が
環
境
学
習
等
に
携
わ
る
県
民
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学
校
、
事
業
者
や
市
町
村
等

に
行

っ
た
意
見
交
換
会
で
は
、
表
１
の

課
題
が
挙
げ
ら
れ
た
。

十
一
　

一
二
三
一・一■
ｆ
〓ｒ
、
■
■

一二
〓
Ｆ

護
業
務
室
、
近
・ま
地
方
一一〓
境
三
十・蒸
〓
」
、

え
り
も
自
然
保
護
官
事
務
所
を
経
て

現
在
、
生
物
多
様
性
戦
略
推
進
室
室

長
補
佐
。

以
上
か
ら
、
千
葉
県
の
環
境
学
習
の

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
環
境

に
対
す
る
意
識
は
高
ま

っ
て
い
る
が
、

実
際
に
環
境
保
全
の
行
動

へ
移
す
た
め

の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
十
分
で
な
い

と
い
う
結
果
で
あ
る
。
環
境
問
題
に
対

し
て
当
事
者
意
識
を
も
ち
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
で
環
境
問
題
を
解
決
し
て
い

く
環
境
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が

一
層
求
め

ら
れ
て
い
る
。

囲
．千
葉
県
に
お
け
る
環
境

・
学
習
推
進
の
方
向
性

今
後
の
千
葉
県
に
お
け
る
環
境
学
習

計
画
の
目
標
や
推
進
に
当
た

っ
て
の
方

向
性
は
、
次
頁
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
複
雑
な
環
境
問
題
を
解

決
し
て
い
く
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、

多
様
な
関
係
者
に
よ
る
協
働

・
連
携
で

あ
る
。
特
に
、
千
葉
県
の
各
地
域
に
お

け
る
特
色
を
踏
ま
え
た
分
野
横
断
的
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
進
め
る
こ
と
で
、

環
境
問
題
解
決

へ
向
け
た
創
造
的
な
発

想
を

つ
く
り
だ
す
仕
組
み

・
組
織
づ
く

り
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
連

携

・
協
働
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の

一
七
番
目

の
目
標

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ツ
プ
で
目
標

を
達
成
し
よ
う
」
に
お
い
て
重
要
な
実

施
手
段
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

同
時
に
、
環
境
保
全
活
動

へ
の
参
加
に

表 1 千葉県の環境学習に関する
課題

●リーターやコーディネーター等の人

材が不足している。
●若年層や関心が低い人に向けた情報

発信・啓発手法が不十分である。
●身近なところからの行動を促し、本県
の特徴を活かした取組みが少ない。
●SDCsや ESDの視点を取り入れた取
組みが少ない。
●様々な主体による連携・協働が不十

分である。

出所 :「千葉県環境学習等行動計画」15～ 16

頁の内容に基づいて筆者作成。
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